






















はじめに 

近年小児の問題行動が社会問題として大きくとりあげられる事が多い。そうした問題で小

児科・精神科を受診するケースも年々増えていることも確かである。さて,これらの問題行

動の基盤を考える時,親子関係,特に母子関係のあり方が重視されているが,それは対人関

係の基本が早期母子関係の中で形成されると考えられるからである。 

本研究では,こうした早期母子関係の重要な部分をになっている母親の授乳行動を中心に

して,その様態を行動異常を示す児童について,疫学的に調査し,問題行動との関連を検討

しようとしたものである。 


